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(百万円未満切捨て)
１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 32,726 4.6 1,023 9.0 1,066 2.0 906 8.8

2023年３月期 31,280 6.2 938 25.4 1,044 19.4 832 38.9
(注) 包括利益 2024年３月期 1,414百万円( 48.2％) 2023年３月期 953百万円(△11.3％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 153.32 － 4.1 2.5 3.1

2023年３月期 140.87 － 3.9 2.5 3.0
(参考) 持分法投資損益 2024年３月期 △34百万円 2023年３月期 80百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 43,197 22,831 52.9 3,863.02

2023年３月期 42,006 21,713 51.7 3,673.56
(参考) 自己資本 2024年３月期 22,831百万円 2023年３月期 21,713百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 1,369 △462 △283 3,025

2023年３月期 583 △617 △390 2,392

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 － 20.00 － 25.00 45.00 265 31.9 1.2

2024年３月期 － 25.00 － 25.00 50.00 295 32.6 1.3

2025年３月期(予想) － 0.00 － 20.00 20.00 33.8

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 17,000 7.0 △250 － △250 － △170 － △28.76

通 期 35,800 9.4 500 △51.2 500 △53.1 350 △61.4 59.22



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期 5,912,999株 2023年３月期 5,912,999株

② 期末自己株式数 2024年３月期 2,699株 2023年３月期 2,228株

③ 期中平均株式数 2024年３月期 5,910,487株 2023年３月期 5,910,887株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の
概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当期におけるわが国経済は、世界的な金融引き締め等を背景とした海外景気の下振れがわが国の景気を下押しす

るリスクとなっておりますが、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くこ

とが期待されております。一方で、当社グループを取り巻く需要環境は、ロシアによるウクライナ侵攻、中東地域

をめぐる情勢等の地政学リスクの長期化、資源価格高騰の継続影響等により本格的な回復には至らず、厳しい状況

が続きました。

このような状況の中、当社グループでは、原材料価格やエネルギー価格等の高騰に対する販売価格の改定、高付

加価値製品の販売拡大、徹底したコスト削減等に努めたことにより、当期における当社グループの連結業績は、売

上高は32,726百万円と前期に比べ1,446百万円の増収、営業利益、経常利益はそれぞれ1,023百万円（前期比84百万

円の増益）、1,066百万円（前期比21百万円の増益）となりました。また親会社株主に帰属する当期純利益は906百

万円（前期比73百万円の増益）となりました。

当連結会計年度のセグメント毎の状況は次のとおりです。

＜特殊鋼線関連事業＞

（ＰＣ関連製品）主力分野の橋梁において、老朽化に伴う補修・補強案件が増加する一方で、ＰＣ鋼材の使用量が

多い新設案件が減少する厳しい事業環境が継続し、販売数量は前期に比べ減少しました。

（ばね・特殊線関連製品）主力の自動車分野において、足元の需要は回復してきましたが、第２四半期までにおけ

る中国での日系自動車メーカーの販売不振や在庫調整等の影響に加え、プリンター分野における需要の低迷等の影

響により、販売数量は前期に比べ減少しました。

特殊鋼線関連事業全体では、こうした販売数量の減少に対し、高付加価値製品の販売拡大や販売価格の改定効果

の寄与等により、売上高は17,488百万円と前期に比べ1,163百万円の増収となり、営業利益は318百万円（前期比254

百万円の増益）となりました。

＜鋼索関連事業＞

原材料価格やエネルギー価格、運送費等の高騰や各業界の人手不足による影響等により、需要が低水準に推移し

たことで、販売数量は前期に比べ減少しましたが、一方で、高付加価値製品の販売拡大や販売価格の改定効果の寄

与等により、売上高は13,032百万円と前期に比べ226百万円の増収となりました。営業利益は、販売数量の減少や製

造コストの悪化影響等により、515百万円（前期比225百万円の減益）となりました。

＜エンジニアリング関連事業＞

土木・橋梁分野および建築分野における大型案件の納入等により、売上高は2,144百万円と前期に比べ55百万円の

増収となり、営業利益は140百万円（前期比54百万円の増益）となりました。

＜その他＞

不動産関連事業の売上高、営業利益はそれぞれ61百万円、48百万円と前期並みとなりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物の残高は3,025百万円と、前期に比べ632百万円（26.5

％）の増加となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果、1,369百万円の収入となり、前期に比べ785百万円の収入の増加となりました。これは主とし

て、棚卸資産の増加額の減少によるものであります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果、462百万円の支出となり、前期に比べ155百万円の支出の減少となりました。これは主とし

て、関係会社株式の売却による収入の増加によるものであります。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果、283百万円の支出となり、前期に比べ107百万円の支出の減少となりました。これは主とし

て、長期借入金の純増加によるものであります。

（４）今後の見通し

当社グループを取り巻く事業環境は、ロシアによるウクライナ侵攻、中東地域をめぐる情勢等の地政学リスクの

長期化、為替変動、金融資本市場の変動等、不透明な状況が継続すると想定しております。また、原材料・人件費

を始めとした諸コストは、より一層の高騰が続くと見込んでおります。このような状況を踏まえて、当社グループ

は、2021年に策定した中期経営計画の刷新が必要と判断し、新たな中期経営計画「Next Innovation 2026」を策定

いたしました。

当社グループは、神鋼鋼線ミッション “社会が前に進むために「なくてはならない価値」を提供し続ける” の

実現に向けて、「Next innovation 2026」のもと、“環境変化に適応し、持続的に成長できる企業基盤の構築”を

目指し、サステナビリティ経営の実践による社会貢献および事業成長の両立と、ROIC５％以上、経常利益21億円以

上を継続できる安定収益基盤の確立に向けた各種施策に取り組んでまいります。

・中期経営計画「Next Innovation 2026」

https://www.shinko-wire.co.jp/pdf/20240509midtermplan.pdf

・サステナビリティ経営の推進

https://www.shinko-wire.co.jp/pdf/20240509sustainability.pdf

なお、次期の見通しといたしましては、売上高35,800百万円、経常利益500百万円、親会社株主に帰属する当期

純利益350百万円と予想しております。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

株主の皆様に対する利益配分につきましては、会社の最重要政策のひとつと位置づけており、一層の経営基盤の

強化や将来の事業展開を勘案し、内部留保の充実を図りながら、連結配当性向 30～40％(年間)程度の継続的な利

益還元を目指すことを基本方針としております。

上記基本方針及び当期の業績等を踏まえ、当期の期末配当につきましては、１株につき25円とし、当期の年間配

当金は中間配当金１株につき25円と合わせて、１株につき50円とさせていただきたいと存じます。

なお、次期の配当につきましては、上記基本方針に則り、継続的な利益還元を目指してまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、当面は日本基準を採用することとしておりますが、IFRS(国際会計基準)については、今後も

制度動向等を注視してまいります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,392 3,025

受取手形 406 133

売掛金 4,165 4,474

電子記録債権 4,459 3,909

商品及び製品 4,925 5,384

仕掛品 3,759 3,841

原材料及び貯蔵品 2,199 2,412

その他 617 502

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 22,925 23,682

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 12,092 12,207

減価償却累計額 △9,361 △9,578

建物及び構築物（純額） 2,731 2,628

機械装置及び運搬具 29,004 29,756

減価償却累計額 △24,123 △24,606

機械装置及び運搬具（純額） 4,880 5,149

工具、器具及び備品 1,572 1,495

減価償却累計額 △1,451 △1,393

工具、器具及び備品（純額） 120 101

土地 5,869 5,852

リース資産 16 16

減価償却累計額 △12 △14

リース資産（純額） 3 2

建設仮勘定 408 127

有形固定資産合計 14,014 13,862

無形固定資産

ソフトウエア 156 255

その他 7 5

無形固定資産合計 164 261

投資その他の資産

投資有価証券 1,799 1,886

繰延税金資産 924 751

退職給付に係る資産 1,956 2,566

その他 247 211

貸倒引当金 △25 △25

投資その他の資産合計 4,902 5,391

固定資産合計 19,081 19,515

資産合計 42,006 43,197



神鋼鋼線工業株式会社(5660) 2024年３月期 決算短信

5

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,162 2,722

短期借入金 5,371 4,901

リース債務 2 1

1年内償還予定の社債 900 -

未払費用 988 964

未払法人税等 237 332

未払事業所税 47 47

契約負債 67 66

賞与引当金 613 625

その他 447 757

流動負債合計 11,837 10,418

固定負債

長期借入金 3,891 5,275

リース債務 2 0

役員退職慰労引当金 6 9

環境対策引当金 29 23

退職給付に係る負債 4,408 4,518

その他 118 119

固定負債合計 8,455 9,947

負債合計 20,293 20,366

純資産の部

株主資本

資本金 8,062 8,062

資本剰余金 8,164 8,164

利益剰余金 4,120 4,731

自己株式 △2 △3

株主資本合計 20,345 20,955

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 289 495

為替換算調整勘定 219 189

退職給付に係る調整累計額 859 1,190

その他の包括利益累計額合計 1,368 1,876

純資産合計 21,713 22,831

負債純資産合計 42,006 43,197
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 31,280 32,726

売上原価 25,855 27,167

売上総利益 5,424 5,558

販売費及び一般管理費

運搬費 878 850

給料及び手当 1,588 1,610

研究開発費 439 503

旅費及び交通費 123 134

その他 1,456 1,435

販売費及び一般管理費合計 4,486 4,535

営業利益 938 1,023

営業外収益

受取利息 54 60

受取配当金 39 59

持分法による投資利益 80 -

固定資産賃貸料 43 43

固定資産売却益 - 30

受取保険金 - 35

還付固定資産税等 30 -

その他 28 25

営業外収益合計 278 254

営業外費用

支払利息 53 64

出向者負担金 48 47

固定資産廃棄損 25 27

持分法による投資損失 - 34

その他 43 36

営業外費用合計 171 211

経常利益 1,044 1,066

特別利益

投資有価証券売却益 123 -

関係会社株式売却益 - 133

特別利益合計 123 133

特別損失

減損損失 1 -

特別損失合計 1 -

税金等調整前当期純利益 1,166 1,199

法人税、住民税及び事業税 309 358

法人税等調整額 24 △64

法人税等合計 334 293

当期純利益 832 906

親会社株主に帰属する当期純利益 832 906
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当期純利益 832 906

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 83 206

為替換算調整勘定 10 11

退職給付に係る調整額 4 330

持分法適用会社に対する持分相当額 22 △41

その他の包括利益合計 121 507

包括利益 953 1,414

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 953 1,414
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,062 8,164 3,613 △2 19,838

当期変動額

剰余金の配当 △325 △325

親会社株主に帰属す

る当期純利益
832 832

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 507 △0 507

当期末残高 8,062 8,164 4,120 △2 20,345

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 205 186 855 1,247 - 21,085

当期変動額

剰余金の配当 △325

親会社株主に帰属す

る当期純利益
832

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

83 32 4 121 - 121

当期変動額合計 83 32 4 121 - 628

当期末残高 289 219 859 1,368 - 21,713
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,062 8,164 4,120 △2 20,345

当期変動額

剰余金の配当 △295 △295

親会社株主に帰属す

る当期純利益
906 906

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - - 610 △0 610

当期末残高 8,062 8,164 4,731 △3 20,955

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 289 219 859 1,368 - 21,713

当期変動額

剰余金の配当 △295

親会社株主に帰属す

る当期純利益
906

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

206 △30 330 507 - 507

当期変動額合計 206 △30 330 507 - 1,117

当期末残高 495 189 1,190 1,876 - 22,831
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,166 1,199

減価償却費 987 950

減損損失 1 -

賞与引当金の増減額（△は減少） △6 12

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

環境対策引当金の増減額（△は減少） △15 △6

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 73 179

受取利息及び受取配当金 △94 △119

支払利息 53 64

投資有価証券売却損益（△は益） △123 -

関係会社株式売却損益（△は益） - △133

持分法による投資損益（△は益） △80 34

有形固定資産売却損益（△は益） △2 △24

固定資産廃棄損 25 27

売上債権の増減額（△は増加） 717 526

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,670 △755

仕入債務の増減額（△は減少） △22 △443

未払費用の増減額（△は減少） 34 △28

その他 △128 89

小計 916 1,573

利息及び配当金の受取額 92 121

利息の支払額 △53 △61

法人税等の支払額 △389 △263

法人税等の還付額 16 1

営業活動によるキャッシュ・フロー 583 1,369

投資活動によるキャッシュ・フロー

関係会社株式の売却による収入 - 273

投資有価証券の取得による支出 △4 △5

投資有価証券の売却による収入 137 -

有形固定資産の取得による支出 △709 △708

有形固定資産の売却による収入 4 52

無形固定資産の取得による支出 △83 △136

定期預金の払戻による収入 39 -

その他 △1 63

投資活動によるキャッシュ・フロー △617 △462
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 11,559 6,740

短期借入金の返済による支出 △11,595 △6,740

長期借入れによる収入 1,200 2,700

長期借入金の返済による支出 △1,077 △1,786

社債の償還による支出 △150 △900

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △324 △294

その他 △2 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △390 △283

現金及び現金同等物に係る換算差額 7 8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △416 632

現金及び現金同等物の期首残高 2,808 2,392

現金及び現金同等物の期末残高 2,392 3,025
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 ７社

連結子会社の事業年度に関する事項

連結子会社のうち、神鋼鋼線（広州）販売有限公司の決算日は12月31日です。連結財務諸表の作成にあたって

は、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っ

ております。その他の連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

持分法の適用に関する事項

持分法適用会社の数 ２社

なお、ＴＥＳＡＣ ＵＳＨＡ ＷＩＲＥＲＯＰＥ ＣＯ．，ＬＴＤ．の全株式を売却したため、持分法の適用範

囲から除外しております。

持分法の適用の手続について特に記載する必要があると認められる事項

持分法を適用している会社のうち、決算日が異なる会社については、当該会社の直近の事業年度に係る財務諸

表を使用しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは、製品・サービス別のセグメントから構成されており「特殊鋼線関連事業」、「鋼索関連事

業」、「エンジニアリング関連事業」の３つを報告セグメントとしております。

なお、各報告セグメントの主な製品・サービスは次のとおりであります。

「特殊鋼線関連事業」は、ＰＣ鋼線及び鋼より線、ばね用鋼線、ステンレス鋼線等の製造・販売を行っており

ます。「鋼索関連事業」は、ワイヤロープ等の製造・販売を行っております。「エンジニアリング関連事業」は、

吊構造関連製品、特殊品等の製造・販売を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの損益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢

価格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

連結財務諸
表計上額
(注３)

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 16,324 12,805 2,089 31,219 60 31,280 － 31,280

セグメント間の内部
売上高又は振替高

486 262 2 750 － 750 △750 －

計 16,810 13,068 2,091 31,970 60 32,030 △750 31,280

セグメント利益 63 741 85 890 47 938 － 938

セグメント資産 16,173 15,702 2,560 34,436 45 34,482 7,524 42,006

その他の項目

減価償却費 526 411 43 981 6 988 － 988

持分法適用会社への投資額 510 233 － 743 － 743 － 743

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

402 345 19 767 0 768 － 768

（注) １. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。

２. セグメント資産の調整額7,524百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産7,524百万円であり

ます。

３. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益であります。

４. セグメントに対する固定資産の配分基準と関連する減価償却費の配分基準が異なっております。
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当連結会計年度（自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

連結財務諸
表計上額
(注３)

特殊鋼線
関連事業

鋼索関連
事業

エンジニ
アリング
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 17,488 13,032 2,144 32,665 61 32,726 － 32,726

セグメント間の内部
売上高又は振替高

482 179 1 664 － 664 △664 －

計 17,971 13,212 2,146 33,330 61 33,391 △664 32,726

セグメント利益 318 515 140 974 48 1,023 － 1,023

セグメント資産 16,551 15,548 2,540 34,640 39 34,680 8,517 43,197

その他の項目

減価償却費 528 379 36 944 5 950 － 950

持分法適用会社への投資額 528 － － 528 － 528 － 528

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

498 393 34 926 0 926 － 926

（注) １. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。

２. セグメント資産の調整額8,517百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産8,517百万円であり

ます。

３. セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益であります。

４. セグメントに対する固定資産の配分基準と関連する減価償却費の配分基準が異なっております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 3,673.56円 3,863.02円

１株当たり当期純利益 140.87円 153.32 円

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２. １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 832 906

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円）

832 906

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,910 5,910

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．参考

2024年３月期決算及び2025年３月期予想（連結）

（１）業績の概要

(単位：百万円)

2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期予想 対前期比増減

Ａ Ｂ Ｃ 第２四半期累計 Ｂ-Ａ Ｃ-Ｂ

売上高 31,280 32,726 35,800 17,000 1,446 3,073

セグメント別内訳

１.特殊鋼線関連事業 16,324 17,488 19,990 9,700 1,163 2,501

２.鋼索関連事業 12,805 13,032 13,380 6,340 226 347

３.エンジニアリング関連事業 2,089 2,144 2,370 930 55 225

４.その他 60 61 60 30 0 △1

営業利益 938 1,023 500 △250 84 △523

セグメント別内訳

１.特殊鋼線関連事業 63 318 330 125 254 11

２.鋼索関連事業 741 515 100 △250 △225 △415

３.エンジニアリング関連事業 85 140 20 △150 54 △120

４.その他 47 48 50 25 1 1

経常利益 1,044 1,066 500 △250 21 △566

親会社株主に帰属する当期純利益 832 906 350 △170 73 △556

1株当たり当期純利益(円) 140.87 153.32 59.22 △28.76 12.45 △94.10

（２）設備投資及び減価償却費

(単位：百万円)

2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期予想 対前期比増減

Ａ Ｂ Ｃ Ｂ-Ａ Ｃ-Ｂ

設備投資 768 926 1,774 158 847

減価償却費 988 950 995 △38 44

（３）キャッシュ・フロー

(単位：百万円)

2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期予想 対前期比増減

Ａ Ｂ Ｃ Ｂ-Ａ Ｃ-Ｂ

営業活動による
キャッシュ・フロー

583 1,369 1,136 785 △233

投資活動による
キャッシュ・フロー

△617 △462 △1,362 155 △899

財務活動による
キャッシュ・フロー

△390 △283 △49 107 234

現金及び現金同等物の期末残高 2,392 3,025 2,750 632 △275

（４）有利子負債及び金融収支

(単位：百万円)

2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期予想 対前期比増減

Ａ Ｂ Ｃ Ｂ-Ａ Ｃ-Ｂ

有利子負債 10,163 10,177 10,172 14 △5

金融収支 40 54 36 14 △17


